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評　　価 評　　価
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評価項目 学校関係者評価委員会からの意見
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　創立２０周年記念行事やインターンシップ、また、キャリア教
育等で行う様々な行事で、「地域唯一の専門高校」としての存
在を示し、地域住民や中学生に対する認知度の向上を目指
す。

　ＩＣＴを活用して、生徒の実態に合わせた授業改善の工夫と基礎学
力向上に取り組んだ。特に、小委員会での取り組みは、改善が進ん
でいる。次年度は、全職員によるＩＣＴを活用した授業実践を目指す。

　学校行事や、ワンヘルス教育などをとおして、職業について学び、地域を知る
事や国際理解に繋がる取り組みを進める事ができた。
　次年度は他分掌や学年との連携を図り、地域を学び、地域に貢献できる取り
組みに繋がる教育活動の実践を目指す。

生徒の抱える様々な課題の解決に向けた取
り組みを進め、進路保障へとつなげる。

生徒が抱える様々な課題について早期に取組を行えるよう、担任や学年団と連携を密にする。

〇

　生徒や保護者の抱える様々な課題に対して、地域や行政、
SC、SSWなどと連携し、生徒の安心安全な学校生活へとつな
げていく。そのための連携が素早く行えるよう、生徒支援課を
中心とした組織的な情報共有システムの構築を目指す。

　校内の美化・清掃活動に関する意識の高
揚とゴミの確実な分別処理指導をおこな
う。また新形コロナウィルス感染症の５類
感染症移行後の基本的感染対策の継続と場
所、時期に応じた予防意識の醸成を図る。

学校生活が心身ともに健康的であり、社会
に貢献できる人材の育成を目指す。基本的
生活習慣の確立、服装頭髪指導やマナー指
導を徹底し、社会人・企業人に必要な自己
教育力の向上を図る。

創立２０周年を来年度に迎え、PTA、同窓会、教職員としっかり連携を取り、今年度の行事を遠し、在校生
の意識を高め人材育成に取り組む。

　各企業・事業所の情報や進学先学校の情報収集について、
学科の統廃合や奨学金の給付状況に変化がある為、今まで
以上に早期に行うことを目指す。

生徒がかかえる課題解決に向けて、保護者・小中学校・地域・SC・SSWと連携を密にし、職員間で共有を行
いながら、組織的に対応していく。

　年度初めの掃除道具補充、掃除時間のＢＧＭ放送を行い、必要に応じて掃除マニュアルを配布（改訂版）
する。ごみの減量・分別などの基本事項を適宜指導し、外部者が来校する学校行事に向けて細部の清掃を全
職員・生徒に投げかける。

特になし
　・　創立２０周年記念事業の実施にあたり、地域唯一の専門高校としての理解が深められるような広報活動とする。　　
　・　生徒自身が自らの差別性を認識できるよう、身近な問題を特設授業に取り入れ、人権意識の醸成を図る。

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
　開校からの建学の精神を継承し、本校の基本方針を中心に据え、教育活動において基礎・基本を大切にし、心豊かで意欲があり、地域
社会に貢献できる人材育成を目指すことにより、保護者や地域に信頼され、支援される学校づくりをおこなう。

○

　開校２０周年を見据え、自覚と誇りの高揚と実学を重視した教育活動
の推進。

　授業や学校行事、部活動などのこれまでの教育活動に加え、地域の各種行事にも積極的に参加することで、自己有用感・自己肯定感等を体感し、本校
生徒としての自覚を持ち、希望進路の実現に努めるよう体系的な指導体制を構築する。

A

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
　進路実現や学校行事の
再開が大きな成果と考え
ている。在校生には経験
のない地域連携事業の継
続・発展と、教育課程に
準拠し、本校生徒の実態
に即した評価方法の改善
が課題となる。

　授業規律の確立とわかる授業等による基礎・基本の定着。 　授業規律の確立に努め、ＩＣＴ機器等を活用し、生徒の興味関心を引き出すわかる授業づくりを行い、基礎学力の向上や実践的創造力の高揚、知識・
技能の習得を図る。また、資格・検定試験の奨励等により、自ら学ぶ意欲や態度を育てる。

　豊かな人権感覚を養う、安全・安心で充実した学校生活。 　人権が尊重される学校づくりに努め、命と健康、安全を大切にした教育活動を行う。また、生徒会活動や学校行事、部活動をとおして、本校生として
の誇りと自覚を持たせる。さらに、合理的配慮を理解させ、充実したインクルーシブ教育を推進する。

様式３

令和５年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立田川科学技術高等学校

自己評価 学校関係者評価

　道徳教育の推進による、生徒一人ひとりの自信と誇りの向上。   社会人として求められる人材となれるよう、時間の厳守や身だしなみ（服装頭髪）、マナー（挨拶、言葉遣い、態度等）指導を強化し、基本的生活習
慣を身に付けさせる。また、一人ひとりの教育的ニーズを把握し、就学支援の充実や特別支援教育を推進する。

　生徒の情報共有を基にした、組織的・機動的な教育活動の推進。 　分掌・学年・学科間等教員間の連携、さらには家庭との連携を強化し、教育相談等での生徒理解により、中途退学等の防止に努める。

　保護者・地域と連携し、地域に開かれた学校づくりの推進。 　生徒一人ひとりの興味・関心を高め、各学科・各専攻の特色を生かした作品制作、物品販売、ものづくり教室等の機会を効果的に活用し、地域に開か
れた学校づくりを進める。

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

学務部

　ＩＣＴを活用し生徒が興味関心をもち、主体的に授業に取り組める工夫改善を行う。
　また、生徒の実態に即した基礎学力向上の取組を行う。

○

　総合型産業高校の特色を活かし、一人一
台タブレットの導入に伴い、専門的な授業
の中にもＩＣＴを活用した学びを深める取
組を取り入れる。専門的な知識の向上とと
もに基礎学力の定着に向けた工夫改善を行
う。

　地域の産業や暮らしに学び、広い視野と
豊かな国際感覚を身に付けさせるべく、企
業での活動を想定した実践力の定着に向
け、より専門的な国際感覚の持てる細かな
指導を実践する。

　全職員でＩＣＴを活用した実践的に学ぶ授業方法に取り組みながら、教科を超えた取組となれるように連携を図
る。また、ＩＣＴ教育を推進できる小委員会を組織する。

　地域を学び、地域に貢献できる人材の育成を目指し、地域の教育資源や自然環境を活用した学習や新しい
技術を積極的に導入した学習を行う。創造性豊かで知的財産を活用できる教育活動を行う。

◎

○

A
　タブレットを活用して基礎学力の定着を目指
した授業をさらに進めて欲しい。
　また、地域連携を進める上で、生徒が実習し
た活動等を授業の一環としておこなえるよう工
夫して欲しい。

　卒業後の進路実現を考え、広い視野にたった専門性や国際感覚を身に付けることを目指し、専門性の理解
と専門的な国際理解を深める教育を目指す。

A

　部活動の加入率は低いが、頑張って活動して
いる生徒の様子がよくわかった。
　地域唯一の専門高校として地域からの期待
度も高いので、校則やルールを守り、社会性を
身に付けた生徒の育成をお願いしたい。
　本校生徒が様々なトラブルに巻き込まれるこ
とのないよう、ＳＮＳやネットの利用についても
指導をおこなっていただきたい。

　朝巡回での頭髪状況確認や定期検査によって常に落ち着いた環境で学校生活を送れるよう指導する。
　ホームルームや授業開始時の服装指導の徹底を図り、一日を正しい服装で生活させる。
　登下校時の交通・マナー指導や自転車・バイク通学者の定期指導や集会等を実施する。

　基本的感染対策の各種取り組み（手洗い、喚起など）を継続しつつ、地域・県の感染状況や感染リスクの
高い場所等、状況に応じた対応方法の工夫(マスクの着用、着用不要の場面の設定など)も図り指導する。
　また各種学校行事や活動再開に備え、睡眠や食事などの基本的生活習慣を整えることを呼びかける。

〇

　本年度は、清掃状況が良好ではない区域があった。掃除マ
ニュアルの再確認等、環境整備に対する意識高揚を図りた
い。また、感染症の罹患率が高まる時期に積極的な感染対策
について、アナウンス等を行うことで学級閉鎖等の教育活動
停止の防止を目指す。

　校内巡視や個別指導による問題行動の未然防止に努め、安心・安全な学校づくりに向け指導する。
　学校生活を基盤とした規則の遵守、生活マナーの徹底を目指し機会を捉えた指導、行動の改善を図る。

◎

　指導規定の不明確さや教員間での認識のズレが生じてい
た。本校生徒の実態に即した生徒指導について、新たな指導
規定を提案し、職員共通認識のもと、全職員が生徒への積極
的な声かけや指導ができる環境作りを目指す。

〇生徒部

◎開校２０周年を来年度に控え、すべての生
徒が地域から信頼される学校づくりを進め
るために、学校行事・地域行事に積極的に
参加する。

地域に対し、本校の教育活動への理解を深めるため、３学科それぞれの専門性を生かした地域交流活動を行
い積極的に広報活動を行う。

◎

進路部

地域や企業と連携した活動などの様々な
キャリア教育を通して、生徒各々に自己の
将来像を見据えさせ、健全な勤労観や職業
観を育成する。そして進路実現を確実なも
のとする。

　企業情報や進学情報などの進路に関する様々な情報提供を充実させ、生徒自身が情報を収集し、整理する
力をつけることで、自ら将来について考え行動できる能力を育成する。

◎

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策
評価項目以外のものに関する意見

　・　タブレットを活用した授業が全ての授業で実施できるよう、職員研修等の充実を図る。
　・　生徒指導規定の改定に合わせ、全職員の共通理解を図るため、指導マニュアルの作成や研修会を実施する。

A

　進路内定率１００％を達成できており、就職希
望の生徒は地元志向が強く、県内就職者が多
いことが理解できた。
　地元田川で若者が生活し、納税者として自立
して生活できるよう、さらなる学校での教育・指
導をお願いしたい。

　様々なキャリア教育の取り組みを通して自己理解を深めさせ、将来の自分を見据えて、「やりたいこと」
と「やれること」、「やらなければならないこと」を判断し自ら考える力を育成する。

人権・同
和教育部

自他の人権について正しく理解し、相互に
人権を尊重し合う社会づくりの一員として
人権感覚豊かな生徒の育成を目指す。

人権教育全体計画を柱に、人権・部落問題学習や職員研修に計画的に取り組む。また、人権委員会の定例的
な開催をとおして、生徒の自主的な活動を進める。

〇

〇

　人権文化あふれる学校づくりに向けて、人権学習の充実や
職員研修の実施、人権委員会の活性化を図る。特に、生徒主
体の人権委員会の活動を充実させ、人権意識・人権感覚の育
成・向上を目指す。 B

　特性のある生徒の入学が増加傾向にあるた
め、そのような生徒に対する合理的配慮を職員
間で共通理解しておいていただきたい。
　また、毎月おこなう人権学習では、生徒の身
近にある差別についての具体例を示し、差別
に気づき差別を見逃さない学習となるようご指
導いただきたい。

生徒の人権が尊重された環境づくりに努め、安心安全な学校生活をとおして、人権意識・人権感覚の育成を
行う。
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